
那須烏山市立学校再編整備に係る説明会質疑応答 

 

住民説明会期日・参加人数 

下江川地区：平成 25 年７月８日（月）下江川中学校体育館 

参加人数：保護者及び地域住民 118 人 

 

【那須烏山市立学校再編検討委員会について】 

意見：教育委員会から検討委員会への諮問書の写しが付いていないがあるのか。 

回答：ある。本日は提示していない。 

意見：検討委員会のﾒﾝﾊﾞｰは。 

回答：市議会議員、自治会代表、学校関係者、ＰＴＡ代表、学識経験者で、総勢 14名。 

意見：諮問に至った経緯は。答申書がもう少し早ければ、江川小学校に空調設備が設置されず、

無駄にならなかったと思う。 

回答：諮問するに至った経緯としては、下江川中学校の生徒が減少し、部活動の選択ができない

ことや専門教師の配置ができないことなど問題が出てきたことなどが要因である。 

意見：昨年度、検討委員会が 9 回開催されたようであるが、広報などが無く、ＰＲ不足である。

広報されていれば、事前に統合の話などがわかって良かったと思う。庁舎の検討委員会な

どは公開していた。荒川中学校に統合となると、かなり遠距離になる地区があり、ｽｸｰﾙﾊﾞ

ｽが出るかもしれないが心配である。地区によっては他市町の中学校のほうが近いところも

ある。中学校が無くなると地域は衰退してしまう。こういった答申書が出てから地元に報

告では遅い。今後、細かく説明会を実施するのか。 

回答：どちらが先かの問題ではあるが、検討委員会で方向性を出し、地域座談会等で説明しなが

ら進めてまいりたいと考えている。今後は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、広報等で随時報告していく。通学

については、ｽｸｰﾙﾊﾞｽの運行をきめ細かに対応していくこととなると思う。公共施設の偏在

との意識は否めないが、子供達を優先して進めてまいりたい。学校区については、現在の

学校区と同様となる。今後、各地区、関係者等説明会を開催していく。 

 

【再編統合の時期について】 

意見：３年以内に統合との記述であるが、長期的な学校再編について考慮しているのか。長期的

なﾋﾞｼﾞｮﾝであれば地元、保護者等も納得すると思う。 

回答：早急に対応すべき事項について 3 年以内としている。小学校については、当面はそのまま

とし、複式学級となる恐れが出てきた場合には再度検討することとしている。 

意見：３年以内に統合とのことであるが、子供達の心構え等が必要となる。実際いつ統合となる

のか。統合する場合、制服、体操着等が必要となるがどうか。そういった件について早め

にお知らせ願いたい。 

回答：統合は平成 27 年４月予定である。制服等については、準備委員会を設立して検討していく

こととなる。保護者負担については、市からの補助を検討している。 

意見：諸問題があるというが、何年も前から下江川中学校は１ｸﾗｽである。なぜ、今なのか。教育

委員会では当時から現状を把握できていたと思う。 



回答：当時は、地域、生徒等地元の声が聞こえてこなかった。近年の学校活動等の状況から判断

した。できる限り早く統合し、子供達の学力保障等について対応したい。 

意見：統合には賛成である。しかし、自分の子供が現在 1 年生で 3 年生のときに統合となり、寝

耳に水の状況である。子供達にも大きな負担となる。「27年 4月統合しなければならない。」

というものでもないと考えるので、１年遅らせることはできないか。中学校に上がる前か

ら統合することが分かっていれば、それなりに対応することもできると思う。 

回答：子供達の負担も大きいと思うが、答申書では、それらについて十分配慮することと記述さ

れており、27 年４月統合を目途として、対応してまいりたい。貴重なご意見として承って

おく。 

意見：ｱﾝｹｰﾄなど子供達の意見を聞くことはしないのか。統合を１年見送ることについては何の問

題も無いと思う。 

回答：貴重なご意見として承る。 

意見：子供達に十分配慮するとしているが、１年程度しか時間がなく不十分である。 

回答：早くできるのであれば実施しなさいとの答申であり、これを尊重したい。 

意見：27 年４月の統合について、１年見送るなど検討の余地は在るのか。自分の子供も現在１年

生であるが、だまされた気分である。多感な時期に統合となり心配である。それを十分考

慮して、現在の１年生は下江川中学校で卒業できるようお願いしたい。 

回答：貴重なご意見として承っておく。子供達にとっては、ﾒﾝﾀﾙ面で負担はあると思うが、十分

に配慮して進めてまいりたい。 

 

【通学区域について】 

意見：月次、熊田地区については、烏山中学校のほうが近いと思う、烏山中学校に通学できない

か検討してほしい。 

回答：学校区について、今後必要に応じて見直しをしていく。今回の答申書では言及していない。 

 

【統合となった場合について】 

意見：統合した場合に、いじめが発生する事を心配しているがどうか。 

回答：学校等と連携し、最大限配慮して進めていきたい。統合という話になれば、事前にＰＴＡ

や部活動等で交流をすることになると思う。交流によって生徒間でのいじめなども無くな

ると考える。 

意見：今後、ＰＴＡを集めて説明会を予定しているのか。荒中と下中が統合した場合には、新設

校となるのか。校名等新しくなるのか。 

回答：関係者、生徒、ＰＴＡ等を対象として、説明会を開催して話を聞いていきたい。名称につ

いては準備委員会等で検討されることとなるが、新しい学校となる。 

 


